
北九州市条例第  号

北九州市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条 

例の一部を改正する条例

北九州市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例（昭和３

８年北九州市条例第５７号）の一部を次のように改正する。

第２条に次の２項を加える。

２ 議員が一の定例会の開会の日（以下「欠席開始日」という。）から欠席開

始日から起算して６月を経過した日（以下「６月経過日」という。）までの

間の定例会の会議全てを次に掲げる事由以外の事由により欠席した場合にお

いて、６月経過日後最初に定例会若しくは臨時会の会議又は北九州市議会委

員会条例（昭和５１年北九州市条例第４７号）第１条の常任委員会、同条例

第４条第１項の議会運営委員会若しくは同条例第６条第１項の特別委員会に

出席した日の属する月又はその職を離れた日の属する月（以下「出席月等」

という。）が６月経過日の属する月の翌月後の月であるときは、６月経過日

の属する月の翌月から出席月等の前月（その職を離れた場合は、出席月等）

までの当該議員の議員報酬の月額は、前項の規定にかかわらず、同項に定め

る議員報酬の月額に１００分の８０を乗じて得た額とする。 

（１） 北九州市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する

条例（昭和４２年北九州市条例第５０号）第３条第２項の規定により議長

が公務又は通勤により生じたものであると認定した災害 

 （２） 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成１ 

０年法律第１１４号）第１８条第１項に規定する患者又は無症状病原体保

有者であること。 

３ 議員が前項の規定の適用を受けている場合において、出席月等が欠席開始

日から起算して１年を経過した日（以下「１年経過日」という。）の属する

月の翌月後の月であるときは、１年経過日の属する月の翌月から出席月等の

前月（その職を離れた場合は、出席月等）までの当該議員の議員報酬の月額

は、前２項の規定にかかわらず、第１項に定める議員報酬の月額に１００分

の５０を乗じて得た額とする。 

第４条第２項各号列記以外の部分中「（昭和５１年北九州市条例第４７号） 

」を削る。 

付 則

この条例は、公布の日から施行する。



参考                  北九州市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例新旧対照表

新 旧

（議員報酬）

第２条  略

２ 議員が一の定例会の開会の日（以下「欠席開始日」という。）から欠席開始日

から起算して６月を経過した日（以下「６月経過日」という。）までの間の定例

会の会議全てを次に掲げる事由以外の事由により欠席した場合において、６月経

過日後最初に定例会若しくは臨時会の会議又は北九州市議会委員会条例（昭和５

１年北九州市条例第４７号）第１条の常任委員会、同条例第４条第１項の議会運

営委員会若しくは同条例第６条第１項の特別委員会に出席した日の属する月又は

その職を離れた日の属する月（以下「出席月等」という。）が６月経過日の属す

る月の翌月後の月であるときは、６月経過日の属する月の翌月から出席月等の前

月（その職を離れた場合は、出席月等）までの当該議員の議員報酬の月額は、前

項の規定にかかわらず、同項に定める議員報酬の月額に１００分の８０を乗じて

得た額とする。 

（１） 北九州市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

（昭和４２年北九州市条例第５０号）第３条第２項の規定により議長が公務又

は通勤により生じたものであると認定した災害 

 （２）  感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成１ 

０年法律第１１４号）第１８条第１項に規定する患者又は無症状病原体保有者

であること。 

３ 議員が前項の規定の適用を受けている場合において、出席月等が欠席開始日か

ら起算して１年を経過した日（以下「１年経過日」という。）の属する月の翌月

後の月であるときは、１年経過日の属する月の翌月から出席月等の前月（その職

を離れた場合は、出席月等）までの当該議員の議員報酬の月額は、前２項の規定

にかかわらず、第１項に定める議員報酬の月額に１００分の５０を乗じて得た額

とする。 

（議員報酬）

第２条  略



新 旧

（費用弁償） 

第４条  略 

２ 議員（議長及び副議長を除く。）が議会の会議又は北九州市議会委員会条例第

１条の常任委員会、同条例第４条第１項の議会運営委員会若しくは同条例第６条

第１項の特別委員会に出席したときは、次の各号に掲げる議員の住居から議事堂

までの片道の路程の区分に応じ、当該各号に定める額を費用弁償として支給する

。 

 （１）～（３）  略

３  略

４  略

（費用弁償） 

第４条  略 

２ 議員（議長及び副議長を除く。）が議会の会議又は北九州市議会委員会条例（

昭和５１年北九州市条例第４７号）第１条の常任委員会、同条例第４条第１項の

議会運営委員会若しくは同条例第６条第１項の特別委員会に出席したときは、次

の各号に掲げる議員の住居から議事堂までの片道の路程の区分に応じ、当該各号

に定める額を費用弁償として支給する。 

（１）～（３）  略

３  略

４  略


